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１．

兼　第２８回ＩＳＳＦジュニアライフル射撃競技選手権大会

２．

３．

４．

 埼玉県・長瀞町・埼玉県長瀞町教育委員会・埼玉県長瀞長町体育協会

５．

６．

７．

８．

９． 【男子】１０ｍエア・ライフル少年男子立射６０発競技　  （１０ｍＳ６０ＪＭ）

　　　　１０ｍエア・ピストル少年男子６０発競技　  （AP６０ＪＭ）

　　　　ビーム・ライフル少年男子立射６０発競技（ＢＲＳ６０ＪＭ）

　　　　ビーム・ピストル（デジタル）少年男子４０発競技（ＢP４０ＪＭ）

【女子】１０ｍエア・ライフル少年女子立射４０発競技 　 （１０ｍＳ４０ＪＭ）

　　　　１０ｍエア・ピストル少年女子４０発競技　  （AP４０ＪW）

　　　　ビーム・ライフル少年女子立射４０発競技（ＢＲＳ４０ＪＭ）

　　　　ビーム・ピストル（デジタル）少年女子４０発競技（ＢP４０ＪW）

競技種目 日程

 AP60JM (1)

 AP60JM (2)

 AP40JW (1)

 AP40JW (2)  10mS40JW (Final)

 BP40JM (1)　  09:00～09:45

 BP40JM (2)　  10:25～11:10

 BP40JW (1)

 BP40JW (2)　

 用具検査

 10mS60JM (1)

 10mS60JM (2)

 10mS60JM (3)

 10mS60JM (Final)

 BRS40JW (1)

 BRS40JW (2)

 BRS40JW (3)

 BRS40JW (Final)

 用具検査

10 .

ピストル種目のファイナルは実施しない。

11． ＡＲ・ＡP種目：電子標的（SIUS社製）

ＢＲ種目：ＢＲ・ＢP(デジタル)公認標的装置　　　※標的装置は主催者側が用意します。

12．

13． 種目 合計 　高校　　　学連　　一般(小・中学生含む）

１０ｍＳ６０ＪＭ ７０名

１０ｍＳ４０ＪＷ ７０名

ＢＲＳ６０ＪＭ ７３名

ＢＲＳ４０ＪＷ ７３名

ＡP６０JM ４５名

ＡP４０JW ４５名

ＢP４０JM ３０名

ＢP４０JW ３０名

＊１人１種目の参加とする。

　参加制限の内訳は、高校（専修、専門学校含む）・学連・一般とする。

平成２９年度ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第２８回ＩＳＳＦジュニアライフル射撃競技選手権大会

大 会 名 平成２９年度ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

主 催 公益社団法人　日本ライフル射撃協会

会 場 埼玉県長瀞射撃場

〒369-1302　埼玉県秩父郡長瀞町大字野上下郷2395-1　（Tel 0494-66-1111）

開 会 式 ９月８日（金）　９：００～　

閉 会 式 ９月10日（日）　競技終了後

主 管 埼玉県ライフル射撃協会、日本学生ライフル射撃連盟、全国高等学校ライフル射撃部

後 援 （公財）日本オリンピック委員会・埼玉県

期 日 平成２９年９月８日（金）～１０日（日）

 11:55～13:10  10mS40JW (2)  10:30～11:20

 13:50～14:40  10mS40JW (3)  12:00～12:50

競技日程･種目

日程 競技時間 競技種目 競技時間

９月8日
(金)

 10:00～11:15

９月10日
（日）

 10mS40JW (1)  09:00～09:50

 12:50～13:35  BRS60JM (3)  11:50～12:35

 14:15～15:00  BRS60JM (Final)  13:45～

 15:20～16:10  14:00～

 10:00～10:45  BRS60JM (1)

 11:25～12:10  BRS60JM (2)

 11:20～11:50

 13:00～

 08:00～17:00

※但し、ルール改正・参加人数により時間割が変わります。

競 技 規 則 ライフル射撃競技規則　最新版による。

 9:00～17:00  用具検査  08:00～

９月9日
(土)

 9:00～10:15

 10:55～12:10

 12:50～14:05

 15:15～

 9:00～9:30

 10:10～10:40

（４０名）　（　３名）　　（３０名）

（４０名）　（　３名）　　（３０名）

＊ランキングによって選考

＊ランキングによって選考

＊ランキングによって選考

＊ランキングによって選考

使 用 標 的

参 加 資 格 平成２９年１２月３１日で満２１歳未満の者

参 加 制 限

（４０名）　（２０名）　　（１０名）

（４０名）　（２０名）　　（１０名）



＊割り当て人数については

　〇高校（専修、専門学校含む）として、全国高校ライフル射撃競技選手権大会出場者の

　　ＡＲ種目４０名、ＢＲ種目4０名の者に参加資格を与える。備考欄に順位を記入する。

　〇学連については、春季各学連ライフル射撃選手権大会の記録等を参考にして日本学生

　　ライフル射撃連盟が選抜して申し込むこと。

　〇一般（小・中学生含む）の参加については、前年度当大会以後の大会より当該年度申込み

　　締切日以前の大会の成績を備考欄に記入することとする。この上位の者から参加を認める。

　　（大会とは、日ラ主催の大会と関連事業関係の大会をいう）

　〇ピストル種目の割当は行わない、参加者多数の場合、締切直近のランキング順位により

　　参加制限を行う。

14．

　 １位金メダル、２位銀メダル、３位銅メダルを授与する。

(2)各種目とも、４位～８位には賞状を授与する。

(3)ライフル種目の参加選手から、男女各１名にＪＯＣカップと賞状を授与する。

15．

16． ＊８月１０日(金)までに所定の用紙に所属団体で取りまとめて申し込むものとする。

＊一般（小・中学生）については、個人にて直接申し込むものとする。

　小・中学生については保護者から申し込むこと。

＊申込みは、Email,FAX,もしくは郵送。参加料は指定口座に振り込み。

＊申込先

〒334-0015  埼玉県越谷市花田718-57      埼玉県ライフル射撃協会　田中　僚一郎

　Tel 048-964-3762  Fax 048-966-7541  Email : rifle@saitama.email.ne.jp

※参加料振込先：埼玉りそな銀行　越谷支店　普通4823619　タナカリョウイチロウ

17．

東武トップツアーズ株式会社 　東京スポーツ事業部　担当：沼田幸一、澁井菜月

〒160-0023　新宿区西新宿7-5-25  西新宿木村屋ビル16階  TEL03-5348-2730  FAX03-5348-2731

18．

　 用具を忘れずに持参すること。

(2)ＢＲ標的装置は主催者側が用意するが、ＢＲ銃は原則として各自持参のこと。

(3)ＢＲを借りたい人は、参加申込時に申し込むこと。

(4)ＢＲ銃の充電器は、主催者側が用意しますが、バッテリーは各自持参のこと。但し、

　 バッテリーには必ず氏名を記入すること。

19．

20． 大会委員長 松丸　喜一郎

競技委員長 田中　僚一郎

テクニカルデレゲート　 武政　宏

21． 各加盟団体の責任者は、本要項を協会員に周知徹底させること。

ＢＲ・ＢP(デジタル)種目 ３,０００円

参 加 申 込

　所属・学校・日ラ会員ＩＤ・氏名・生年月日を記入すること。また備考欄には以下の

　①・②を記入すること。①ＡＲ・ＢＲ種目に参加希望の高校生は全国選手権の順位を

　　尚、ＡＲ・ＢＲは、以下の基準点をクリアすることを原則とする。

　　基準点　１０ｍＳ６０ＪＭ　５８５点　／　１０ｍＳ４０ＪＷ　３９０点

　　　　　　ＢＲＳ６０ＪＭ　６００点　／　ＢＲＳ４０ＪＷ　４００点

表 彰 (1)各種目１位の者には選手権証を授与し、２位・３位の者には賞状を授与し、

参 加 料 ＡＲ・ＡP種目 ３,５００円

公 開 練 習 ９月７日（木）　１３：００～１７：００ 各自で射場に申し込み。

大会責任者

そ の 他

　記入し、一般の選手は参加制限に見合う大会名と成績を記入すること。学連の選手は

　選考の材料となった点数を記録する。②ＡＰ・ＢＰに出場希望の選手は、日ラＨＰに

　公開されている直近のランキングを記入すること。

交通・宿泊 各自手配・各自負担。　　(下記、旅行代理店でも、宿泊等の斡旋を行う。)

銃器 ･弾薬 (1)銃器・弾は各自持参のこと。尚、鉄砲所持許可証・日ラ会員証及び射手手帳・競技

宿泊・弁当のご案内
https://conv.toptour.co.jp/2017/joc/rifle.pdf

条件書
https://conv.toptour.co.jp/2017/joc/joken.pdf

申込書
https://conv.toptour.co.jp/2017/joc/form.xls



フ　 リ 　ガ 　ナ

学　校　名 氏　　　名 生年月日 参加種目

学校長名 責任者Ｆａｘ

平成２９年度
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

第２８回ＩＳＳＦジュニアライフル射撃競技選手権大会

参加申込書

平成２９年　　　月　　　日

記載責任者

学校名 責任者　住所〒

学校所在地 責任者　電話

責任者Ｅメール

大会記録　記入

所属 日ラ会員ＩＤ 備　　考


